


#1　こさだといいます

    家に帰ると・・・・
    ソファにちいさい女の子が座ってた

「おじゃましてます。」

    質素なワンピースに片側の顔を隠すような髪の毛・・・

あの・・・どなた・・？

「わたし、こさだといいます。４８代目貞子にあたります。」

貞子ってあの映画の！？襲名制度なの！？

「あの・・・わたし、まだ未熟なもので・・・ところで、テレビはどちらでしょう？」

    ソファの目の前に液晶テレビが置いてあるのに・・・

え・・っと、これ・・だけど・・・

「え・・・・だってこれ・・・薄い・・・」

うん、今のテレビって全部こんなだよ？

「こ、これじゃあどうやって中に入れと言うんですか！？」

・・・あ、やっぱテレビから出るのはお約束なんだ・・。

「こ、これじゃあどんなに体育座りしてもムリ・・・」



体育座りなんだ・・・。

「それに・・・これじゃあ、テレビの上で猫さんがお昼寝っていうのもできないじゃないで

すか！！」

あ、そこ、ダイジなんだ・・・。

    なんかしくしく泣き出すとこっちが悪いことをした気になる・・・。

えっと・・・おっきいテレビはないけど・・・これならサイズは変わらないと思う・・。

    ずるっ・・・ずるっ・・・

どう？

「えっと、上からでるのちょっと大変ですけど、わたしが住んでた井戸みたいで落ち着きます。

」

    こうして、我が家の洗濯機はこさだの寝床になってしまった・・・。



#2　人を呪うのがお仕事です

    こさだはこうみえて夜行性らしい。

「この時間はうきうきしますよね！」

    週末の深夜TVを見ていたこさだが嬉しそうに言う。
    ・・・午前２時。丑三つ時・・・なるほどね。

やっぱ、うらめしやーとかやるの？

「なんですか？それ。わたし、幽霊じゃないんだからやりませんよー」

    まあ、たしかに足はあるけどね。

「わたしは４８代目貞子ですから、人を呪うのがお仕事です。」

私も呪われてるの？

「呪いませんよー。だって死んじゃうのやじゃないですか。」

え？じゃあ呪いって・・・

「わたし、まだ未熟なもので、規模がちいさいんです。

　肝心なところで噛む呪いとか、ご飯食べてるときにくしゃみしてご飯粒が鼻に入るとか・・・

」

そ・・・それはまた・・小規模だね。

「いつか、４８代目貞子の名に恥じないような立派な呪いができるようになりたいんです！」

それはたとえばどんな？

「・・・どんなのが一人前なんでしょう・・？　朝御飯の牛乳が腐ってお腹壊したとか・・？」



    まだまだ一人前は道のりが長そうだ。

まずは、先輩たちの歴史から学んだらどうかな・・・？

    そういって、ホラー系の漫画を渡しておいた。
    ときおり「ぎゃっ！」とか「ひ、ひどい・・・」とか嗚咽が聞こえたのは気のせいだ
ろうけど・・・。



#3　ついてませんよー？

「それ、なんですか？」

    携帯をいじっていたらこさだが聞いてきた。

これ？携帯だよ？

「けいた・・い？」

うん、電話だよ？

「うそですよー。電話は黒いんですよー」

    ・・・昔の人のお化けだから仕方ないのかな・・・

あー、今はね、このサイズで電話を持ち歩けるんだよー

    ・・・見た目は小学生くらいなのに、おばあちゃんに言ってる気分になってきた・・
。

「だってだって、コードついてませんよー？」

    どこから説明しよう・・・。子機もなかったんだろうな・・・。

「それに、なんか文字がかいてありますよー？」

    もうどうすればいいんだか・・・・。
    あ、そうだ。

実はこれは、テレビだったんだ！！

    すかさずワンセグを起動すると、案の定こさだはびっくりした。
    ・・・・が、すぐさま、

「こ、このサイズは無理です！入れません！」



　　あ、そうだった・・・・。テレビに入るのがこさだの仕事（？）だったっけ。

    ・・・・またこさだを泣かせてしまった・・・・。


